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【抄 録】 

本研究の目的は，小学校低学年を対象とした体育授業において，学習者の疾走動作が変容するか

明らかにし，さらに，疾走動作の変容と疾走速度との関係を明らかにすることである．対象は小学校低学

年児童 29 名（男子 15 名，女子 14 名）であった．また，本研究の結果については，疾走動作得点なら

びに 50m 走タイムから検討することとした． 

本研究の結果の大要は以下の通りである． 

1） 毎時間，授業終了後に実施した形成的授業評価の結果ならびにその推移より，単元前半では「成

果」次元の得点が低い値であったものの，単元の進行に伴って向上したことから，実施した授業は学

習者から概ね良い評価を得ることができたといえる． 

2） 学習者全体（n＝26）では，上肢（「肘の引き出し」，「腕振りの方向」），体幹（「背中の湾曲・体幹の

前傾」），下肢（「遊脚膝関節の屈曲」，「挟み込み動作のタイミング」）の疾走動作得点が有意に向

上し，さらに，「下肢平均」の変化値と 50m 走タイムの変化値との間に有意な負の相関関係が認めら

れた． 

3） 50m 走タイムの標準化得点を参考に上位群，中位群，下位群の 3 群で疾走動作得点ならびに 50m

走タイムの結果を検討したところ，中位群（n＝9）では，体幹（「背中の湾曲・体幹の前傾」）の疾走動

作得点の有意な向上が認められたものの，50m 走タイムは有意な短縮が認められなかった． 

4） 下位群（n＝9）では，上肢（「腕振りの方向」），体幹（「背中の湾曲・体幹の前傾」），下肢（「遊脚膝

関節の屈曲」，「挟み込み動作のタイミング」）の疾走動作得点の有意な向上が認められ，50m 走タイ

ムは有意な短縮が認められた． 

以上の結果から，低学年の「走の運動遊び」は，単に中学年の「かけっこ」や高学年の「短距離走」の

前段階として走動作を習熟させる内容ではなく，速く走るための疾走動作を習熟させる内容として位置

づけられよう． 
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